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日本における生物多様性に配慮した
取り組みとは？

生物多様性イニシアティブ（生きも
のマークの取組）とは、農産物を生
産しながら、圃場や圃場周辺の生き
ものの生息環境を保全する、生物多
様性に配慮した農業を指す。

このイニシアチブは、日本では2010
年に農林水産省によって初めて命名
された。
イニシアティブは農林水産業におい
て、生物多様性を育む生産活動をシ
ンボライズ（多くの場合、生きもの
写真やイラスト、名前により）して
消費者に伝えるものである。

生きものにやさしいお米の事例
兵庫県の「コウノトリの舞」と名付
けられた米は、絶滅危惧種のコウノ
トリが生息できる豊かな自然をつく
る。これは地域生協の取り組み。



日本における生物多様性に配慮した取
り組みとは？

このイニシアチブは、農業慣行に関す
る情報を消費者に提供する手段として
活用されている。

しかし、このイニシアチブは国の第三
者認証制度ではなく、地域または相互
認証制度である。

生物多様性保全米の例

宮城県大崎市の「ふゆみずたんぼ米」
は、冬の渡り鳥が水田で餌をとれる自
然環境で生産されたお米です。地元県
が認証している。

絶滅危惧種のトキが水田で餌をとれる
自然豊かな環境で生産された新潟県佐
渡島の米「時任暮らす郷」。地元の生
協が認証している。



アンケート

このイニシアティブは、2010
年に39団体を対象に生物多様
性に配慮した農業慣行を調査
した。2021年には77団体を対
象にフォローアップ調査を実
施し、11年ぶりに大幅に増加
した。

滋賀県の水田に挟まれた、手
作りの小さな堰のある急な水
路。水田では生物多様性に配
慮した米「さかなのゆりかご
米」が生産されている。



規模は？

図に生産規模別の稲作面
積の小計を示す。米の耕
作面積は最小（0～
0.99ha）から最大
（100ha超）まですべて
の階層で増加し、件数は
1～9.99haの階層を除く
すべての階層で増加して
いる。



生物多様性保全米のプレミ
アムは？

図に示すのは、地元の慣行
米と比較した、栽培基準別
の平均小売価格とプレミア
ムである。

約10年前と同様、今回の調
査でも、農薬・化学肥料を
50％以上削減するグループ
を除き、栽培基準の厳格化
に伴い平均付加価値が上昇
している。2021年には、平
均付加価値が661円から917
円に上昇した。



ご清聴ありがとうご
ざいました。

詳しくは、こちらの
サイトをご覧くださ
い。

https://www.maff.g
o.jp/primaff/e/publi
cations/review/atta
ch/pdf/220729_pr1
08e_04.pdf
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